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今
年
度
の
中
小
・
小
規
模
事
業
者
向
け
契
約
目
標
率

は
「
工
事
」
は
国
等
計
、
国
交
省
の
い
ず
れ
も
前
年
度

実
績
を
上
回
る
数
値
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

「
工
事
」
の
目
標
を
金
額
ベ
ー
ス
で
み
る
と
、
官
公
需
予

算
総
額
の
国
等
計
の
う
ち
「
工
事
」
部
分
だ
け
で
だ
と

三
、七
〇
三
億
円
の
減
、
こ
の
う
ち
国
交
省
分
「
工
事
」

だ
け
で
二
、二
四
七
億
円
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
予

算
総
額
そ
の
も
の
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
か
ら
当
然
、

「
工
事
」
の
官
公
需
予
算
総
額
に
占
め
る
中
小
・
小
規
模

事
業
者
向
け
契
約
目
標
額
も
国
等
計
で
一
、六
三 

七
億

円
、
こ
の
う
ち
国
交
省
分
「
工
事
」
だ
け
で
一
、三 

一
五
億
円
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
前
払
保
証
会
社
統
計
で
公
共
工
事
市
場
の

う
ち
国
等
分
が
金
額
的
に
全
体
を
下
支
え
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
て
も
、
国
交
省
分
を
と
っ
て
も
中
小
・
小
規

模
事
業
者
向
け
工
事
は
目
標
額
そ
の
も
の
が
前
年
度
実

績
額
と
比
較
し
て
二
ケ
タ
減
の
数
値
に
と
ど
ま
る
こ
と

に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
地
方
の
中
小
建
設
企
業
経
営

者
が
抱
く
受
注
環
境
や
自
ら
が
応
札
で
き
る
公
共
工
事

市
場
の
現
状
と
先
行
き
に
つ
い
て
の
不
安
感
は
間
違
っ

て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

と
は
い
え
、
中
小
建
設
企
業
だ
け
が
市
場
縮
小
、
競

争
激
化
の
到
来
に
お
び
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
。

あ
る
い
は
、
中
小
建
設
企
業
は
収
益
改
善
の
遅
れ
な
ど

の
影
響
に
よ
り
、
生
産
性
向
上
や
働
き
方
改
革
な
ど
の

業
界
全
体
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
に
対

応
す
る
の
が
難
し
い
の
か
。
そ
う
考
え
る
の
は
早
計
だ
。

度
も
一
四
兆
五
、二
二
二
億
円
、
二
〇
一
五
年
度
は
一 

三
兆
九
、六
七
七
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、地
方
の
中
小
・
小
規
模
建
設
企
業

経
営
者
の
肌
感
覚
に
よ
る
経
営
環
境
は
な
ぜ
悪
い
の
か
。

　

あ
る
地
域
の
建
設
企
業
は
「
仕
事
量
の
少
な
さ
か
ら

競
争
が
激
化
し
ダ
ン
ピ
ン
グ
（
過
度
な
安
値
受
注
）
が

増
え
て
い
る
」
と
説
明
。
ほ
か
の
地
域
の
建
設
企
業
は

「
国
の
直
轄
工
事
は
設
計
変
更
な
ど
契
約
変
更
に
き
ち

ん
と
応
じ
て
く
れ
る
が
、
技
術
者
配
置
要
件
な
ど
で
自

治
体
の
工
事
よ
り
も
多
く
の
技
術
者
の
確
保
が
必
要
。

一
方
、
自
治
体
の
工
事
は
設
計
変
更
に
は
応
じ
な
い
が
、

国
よ
り
柔
軟
に
技
術
者
配
置
の
対
応
が
可
能
で
、
単
純

に
い
え
ば
自
治
体
の
工
事
は
国
の
工
事
と
比
較
し
て
二

倍
の
件
数
を
こ
な
せ
る
」
と
国
、
自
治
体
そ
れ
ぞ
れ
の

工
事
受
注
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
す
る
。

　

も
っ
と
極
端
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
都
市
部
で
建
設
業

団
体
の
幹
部
を
務
め
る
あ
る
中
小
建
設
企
業
経
営
者
は
、

国
土
交
通
省
発
注
案
件
を
目
指
し
て
一
年
半
に
わ
た
り

応
札
し
続
け
た
が
、
受
注
が
ゼ
ロ
だ
っ
た
た
め
、
社
内

　

二
〇
二
〇
年
の
東
京
五
輪
以
降
の
建
設
市
場
の
先
行

き
に
つ
い
て
は
「
民
需
の
引
き
合
い
も
多
く
、
以
前
の

よ
う
に
市
場
が
急
激
に
冷
え
込
む
こ
と
は
な
い
」
と
す

る
一
方
で
、「
民
需
は
撤
退
も
早
い
。
公
共
事
業
予
算
も

持
続
的
に
維
持
す
る
こ
と
は
難
し
い
」
と
い
う
二
つ
の

見
方
が
あ
る
。
将
来
を
は
っ
き
り
と
見
通
す
こ
と
は
誰

も
で
き
な
い
か
ら
、
異
な
る
見
方
が
あ
る
の
は
当
然
だ
。

　

た
だ
し
、
ポ
ス
ト
五
輪
に
確
実
に
実
施
さ
れ
る
こ
と

が
ら
が
あ
る
。
産
業
全
体
に
影
響
を
与
え
る
も
の
と
し

て
、
①
二
〇
一
九
年
十
月
か
ら
の
「
消
費
増
税
」（
八

％
か
ら
一
〇
％
へ
）、
二
〇
二
三
年
十
月
か
ら
の
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
導
入
の
「
消
費
税
改
正
」
②
今
後
三
年
以

内
に
施
行
さ
れ
る
「
民
法
改
正
」
③
二
〇
二
一
年
四
月

以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
か
ら
強
制
適
用
さ
れ
る

「
収
益
認
識
に
関
す
る
会
計
基
準
」
│
が
主
だ
っ
た

も
の
で
あ
る
。

　

更
に
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
労
働
基
準
法
改
正
を

経
て
、
二
〇
一
九
年
四
月
に
施
行
、
二
〇
二
四
年
四
月

に
建
設
業
へ
の
適
用
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
目
前
に

迫
る
「
罰
則
付
き
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
」
も
ポ

ス
ト
五
輪
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

消
費
増
税
に
つ
い
て
は
経
過
措
置
が
ど
う
な
る
か
と

い
う
問
題
が
あ
る
た
め
、
駆
け
込
み
需
要
と
そ
の
後
の

需
要
減
の
予
測
は
つ
か
な
い
し
、イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
に
よ

っ
て
一
人
親
方
な
ど
の
免
税
事
業
者
に
影
響
が
あ
る
の

ポ
ス
ト
五
輪

─
嵐
の
前
の
静
け
さ

の
幹
部
社
員
の
進
言
を
入
れ
、
国
の
直
轄
案
件
か
ら
の

撤
退
を
決
め
た
。

　

国
に
と
っ
て
、
地
元
企
業
の
育
成
や
振
興
の
た
め
、

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
受
注
確
保
を
目
的
と
し
た
中

小
企
業
政
策
は
「
官
公
需
に
つ
い
て
の
中
小
企
業
者
の

受
注
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
官
公
需
法
）」
が
唯
一
の

よ
り
ど
こ
ろ
だ
。
こ
の
官
公
需
法
を
実
効
あ
る
も
の
に

す
る
の
が
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
対
し
て
国
等
の

各
発
注
者
が
「
物
件
」「
工
事
」「
役
務
」
の
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
ど
の
程
度
の
官
公
需
予
算
を
確
保
し
、
そ
の

な
か
で
ど
の
程
度
の
割
合
を
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

契
約
と
す
る
か
の
基
本
方
針
、
い
わ
ゆ
る
国
等
の
契
約

の
基
本
方
針
。
毎
年
度
の
閣
議
決
定
事
項
で
も
あ
る
。

　

閣
議
決
定
さ
れ
た
今
年
度
契
約
方
針
、
目
標
率
だ
け

で
は
分
か
ら
な
い
が
、
建
設
業
界
に
直
接
的
に
影
響
す

る
官
公
需
予
算
総
額
、
契
約
目
標
額
の
い
ず
れ
を
と
っ

て
も
心
許
な
い
数
字
に
な
っ
て
い
る
。

今
年
度
の
官
公
需
法
の
目
標
額
は
大
き
く
目
減
り

か
、
建
設
業
界
に
と
っ
て
も
関
心
が
集
ま
る
と
こ
ろ
だ
。

　

一
二
〇
年
ぶ
り
の
大
改
正
と
な
っ
た
民
法
も
建
設
業

界
に
影
響
を
与
え
そ
う
だ
。
例
え
ば
、
請
負
人
に
瑕か

疵し

担
保
責
任
が
生
じ
た
場
合
、
そ
の
こ
と
を
理
由
に
注
文

者
は
請
負
人
の
過
失
な
ど
を
立
証
し
た
う
え
で
そ
の
契

約
と
の
不
適
合
割
合
に
応
じ
て
減
額
請
求
や
損
害
賠
償

請
求
、
契
約
解
除
が
で
き
る
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
瑕
疵
が

あ
っ
て
も
建
物
そ
の
他
土
地
工
作
物
は
契
約
解
除
が
で

き
な
か
っ
た
が
、
今
後
は
解
除
が
可
能
と
な
り
、
請
負

人
に
と
っ
て
の
リ
ス
ク
は
高
く
な
る
。

　

従
来
の
工
事
進
行
基
準
を
代
表
と
し
た
会
計
基
準
か

ら
大
き
く
変
わ
る
新
た
な
収
益
認
識
に
関
す
る
会
計
基

準
が
二
〇
一
八
年
三
月
に
最
終
基
準
と
し
て
公
表
さ
れ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
在
、
建
設
業
に
は
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
（
国

際
会
計
基
準
）
任
意
適
用
企
業
が
一
社
も
存
在
し
な
い

状
態
か
ら
、
二
〇
二
一
年
四
月
か
ら
は
一
八
三
の
建
設

企
業
（
八
月
末
時
点
）
が
強
制
的
に
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
考
え

方
に
基
づ
い
た
新
た
な
収
益
認
識
に
関
す
る
会
計
基
準

の
導
入
に
踏
み
切
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
経
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
か
ね
な
い

環
境
の
な
か
で
の
「
働
き
方
改
革
」、
す
な
わ
ち
「
罰
則

付
き
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
」
で
あ
る
。
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
相
当
の
生
産
性
向
上
、
建
設
生
産
シ

ス
テ
ム
の
劇
的
な
変
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
ソ
フ
ト

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
、
い
く
つ
か
の
条
件
が
重
な
ら
な

い
と
、
ポ
ス
ト
五
輪
に
起
き
る
嵐
に
立
ち
向
か
え
な
い
、

と
言
っ
た
ら
言
い
過
ぎ
か
。

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

す
る
契
約
目
標
を
定
め
た
基
本
方
針
の
閣
議
決
定
、
各

省
庁
の
来
年
度
予
算
要
求
提
出
と
毎
年
恒
例
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
も
波
乱
な
く
進
ん
で
い
る
。
た
だ
、
突
然
浮
上

し
た
解
散
総
選
挙
も
含
め
、
こ
こ
で
気
に
な
る
の
は
地

方
建
設
業
界
か
ら
あ
が
っ
て
い
る
「
地
元
企
業
が
受
注

す
る
地
方
の
公
共
工
事
市
場
は
復
興
な
ど
を
除
け
ば
伸

び
て
い
な
い
」
と
い
う
不
安
の
声
だ
。

　

実
際
、
請
負
額
ベ
ー
ス
で
ど
の
程
度
の
公
共
工
事
量

が
あ
る
の
か
を
推
し
測
る
前
払
保
証
会
社
の
保
証
統
計

（
七
月
累
計
）
を
み
る
と
、
東
北
、
近
畿
、
中
国
、
四
国

の
四
地
区
は
前
年
同
期
比
で
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

他
地
区
は
軒
並
み
前
年
同
期
比
増
だ
。
年
度
の
請
負
額

に
し
て
も
二
〇
一
六
年
度
は
一
四
兆
五
、三
九
四
億
円

と
一
四
兆
円
台
を
維
持
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
二
〇
一 

二
年
度
の
請
負
額
は
一
二
兆
三
、八
一
九
億
円
、
翌
年

度
の
二
〇
一
三
年
度
は
一
四
兆
五
、七
一
一
億
円
と
約

二
兆
円
増
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
二
〇
一
四
年

大
海
の
一
滴

ひ
と        

し
ず
く

常
国
会
が
閉
幕
し
、
官
公
需
法
に
基
づ
く
国
等

の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
今
年
度
発
注
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